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尚徳福祉会  末長こぐま保育園  

 暖かい日差しと共にあちこちで可愛いつぼみが開き、春を感じられるようになりました。 

子ども達も園外へ出ると「おはな！」と嬉しそうに教えてくれます。まだまだ寒い日もあり、 

体調を崩しやすい時期ではありますが、換気や加湿、清潔を心掛けて元気に過ごせるようにして

いきたいと思います。 

自己への配慮 

 言葉への理解が深まり、語彙が増えたことで

子どもたちが自分の状態や気持ちを伝えてくれ

るようになってきました。「おしっこ でた～」と

オムツを触ったり、「はな はな」と鼻水が出たこ

とを知らせたり身振り手ぶりも交えながら表現

しています。清潔への意識が少しずつ芽生えて

きて、自分の状態に気付くことができるように

なってきています。今後も子どもたちからの意

思表示を受け止め、丁寧に関わっていきます。 

担任より 

 元気に声を出し、沢山笑う子どもたちと過

ごす毎日はとても楽しかったです。保護者の

方々からも温かい言葉やご協力をいただき

ありがとうございました。 

 

 あっという間の一年間でした。ぐんぐん 

長していく子どもたちを保護者の皆さまと

一緒に見守ることができて嬉しかったです。 

今後ともどうぞよろしくお願いします。 

 

ふれあい遊び 

 いちご組では 4 月から繰り返しふれあい遊びを楽しんでいます。みんなふれあい遊びが大好きで、 

「やって」と寝転んで足を差し出したり子ども同士でくすぐり合っていたりと様々な姿が見られます。

始めのうちは「ん！」とアピールしていたのですが、今では「エンドウマメ、やって」「ももや～」と 

言葉で伝えられるようになりました。一人が始めると「ぼくも！」と集まってくる子どもたちですが、 

最近は「今は〇〇ちゃんがやっているから待っていてね」「〇〇ちゃんの次、□□くんでも良い？」と 

聞くと、「うん！」と座って待っていてくれるようになりました。保育者は、次の子の順番になったとき

に「待っていてくれてありがとう」と伝えてからふれあい遊びを始めています。「必ず自分の番がくる」

と安心し見通しを持つことができていることに成長を感じ、嬉しく思います。 

一年間通して行っていたふれあい遊びが、子ども同士のやり取りや興味の幅が広がるきっかけになっ

たように感じます。ご家庭でも楽しんでいる様子を聞かせてくださってありがとうございました。 

お知らせ 

・新年度に向けて洋服や身の周りのものの記名の確認をお願いします。薄くなっているものは、 

再度記名してください。また、汚れもの袋にも記名をお願いします。 

・進級に向けて何か気になることがありましたら、担任までお知らせください。 

 


